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運営評価委員会が開かれました 11 月 20 日（木） 

 年に２回、外部の委員の方々に遊学舎の運営についてご審議いただいていますが、こ

のたび、H20 年度第２回目の運営評価委員会が開かれました。５人の委員の方々から、

遊学舎の利用は設置目的に適っているか、利用者にとって公平に運営されているのかな

どが話し合われました。 

 

企業と NPO の協働ワークショップ 12 月 6 日（土）     

 10 月に行われた CSR セミナーを受ける形

で、今回は企業と NPO が協働することで地

域課題解決に向かうことはできないかを話し

合いました。企業、NPO、ほぼ同数の 30 名

ほどの方にお集まりいただき、ワークショッ

プ形式で活発な意見交換が行われました。 

  

 

患者塾【今年度第 4 回目】 12 月 7 日（土）          

 今回の患者塾のテーマは「在宅介護・看護はどうしたらいいの？」でした。話題提供

者として、寺田内科医院の寺田俊夫先生、南浦医院の南浦光昭先生、秋田往診クリニッ

クの市原利晃先生がお越しくださった他、会場からは秋田市医師会訪問看護ステーショ

ンの石川看護師が参加してくださいました。それぞれの先生のお話ののち、会場からは

日ごろ聞きたくても聞けな

い医師への質問が相次いで

出されました。詳細について

は、順次、あきたパートナー

シップのHPに掲載をいたし

ますのでご覧ください。 

 次回の患者塾は 2 月 1 日

（日）13：30～、テーマは「が

んについて」です。また、６

月以降も「がんについて」を

テーマに行う予定です。 
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正面は、12 月 7日、ボランティアさんと職員との交流会で踊る、佐藤展子さんです。 

 

ボランティア・NPO 支援講座 12 月 19 日（水） 

 春に行われたボランティア・NPO 基礎講座に続いて、今回はボランティア・NPO 支

援講座を行いました。「もっと・コミュニケーション」と題して、市民活動や地域活動

をする団体の方がそれぞれの思いを出し合い、協働で事業の企画を考えながらコミュニ

ケーションを図りました。 

 

NPO 法人のための会計経理セミナー＆個別相談 1 月 24 日（土） 

 法人格を持っている、あるいは法人格取得を目指している方々のための会計経理セミ

ナーです。公開が原則である NPO 法人の会計ですが、とかく苦手意識を持ってしまい

がちです。こんな講座で乗り切りましょう。秋田県からの受託事業です。午後からの個

別相談は本当に役に立ちます。みなさんもいらしてみませんか？ 

 

（仮称）あきたスギッチファンド設立総会 1 月 27 日（火） 

 理事予定者の承諾もいただいて、定款や細則もほぼまとまってきました。NPO 活動

にとってなくてはならない資金を、市民・行政・企業などが支えあうシステムの構築を

目指した NPO ファンドがいよいよ立ち上がります。名称も「秋田県地域づくりファン

ド」から「あきたスギッチファンド」とすることになりました。関心をお寄せいただけ

る方はどうぞご来場ください。（イヤタカにて 14：00 から行います） 

 

       

 
 

今年一年、会員の皆様には大変お世話になりました。遊学舎の業務は年末

は 12 月 28 日（日）まで、年始は 1 月 4 日（日）からになります。どうぞ来

年もよろしくお願いします。よいお年をお迎えください。 

 

年末年始のお知らせ 


